
認知症介護のヒント
～『９大法則・１原則』～

社会福祉士　畑山　賢二です今 月 は
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　認知症には、「アルツハイマー型」、「脳血管性」、「レビー小体型」
や「前頭側頭型」など様々な種類があり、現れる症状も多様で人に
よって違います。
　中には、一般常識では理解できない症状もあります。
　ところが数多くある症状の中から、共通の特徴があることがわ
かっております。介護する側が認知症を正しく理解することで、少
なくとも精神的負担の軽減になることもあると思います。
　今回は、認知症と向き合ってきた「川崎幸クリニック　院長　杉
山孝博　医師」が提唱する、認知症介護をするための『９大法則・
１原則』についてご紹介します。

　認知症の方を家族で介護するということは、言葉では言い尽くせないほどの苦難があると
思います。症状の理解や対応の難しさの他、認知症の治療の困難性などから“終わりの見え
ない介護”が精神的負担として重くのしかかります。
　介護する側の心理は一般的に次のとおりのステップをたどると言われております。

　介護する側が、認知症の特徴を知り、認知症の方の心理が理解できるようになれば、介護
する気持ちも少しは楽になると思います。
　この『９大法則・１原則』から、認知症介護のヒントや手掛かりが見つかるかもしれません。
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